
しかし、例年開催されていた「まつりin水の郷さ
わら」（写真－８）などの催し物が開催されることが
地域の活性・振興に繋がることも明らかです。

また、平成23年３月東日本大震災による影響は
大きく、特に小野川沿いの観光者数は香取市全体
の観光者数の減りに対して大きく減少しているの
が「図－６香取市観光入込客数」から見て取れます。
この原因は小野川の液状化により舟運事業の運休
及び伝統的建造物の被害と考えられます。（写真－
９）

これら震災復旧作業が完了した約２年後の平成
25年２月には舟運事業が再開され観光者も徐々に
回復し小野川沿いの観光者数は少しずつではある
が増加傾向であり合わせて水の郷さわらも微増と
見て取れることからも水の郷さわらの運営は小野
川沿いの観光が重要と考えられます。

５．水の郷さわらの利活用（災害時）
平成23年３月11日に東日本大震災が発生し、香

取市では震度５強を観測して家屋及び公共施設が
液状化等により大きく被災しました。「水の郷さわ
ら」においても電気、水道などのインフラが止まっ
たため「道の駅」、「川の駅」の営業が停止するとと
もに、親水護岸等も大きく破損・沈下して市の管理
する係留施設は使用できなくなり舟運施設は営業
不能に陥りました。また、香取市内で停電や断水が
生じたことから近隣住民が避難され、施設自体は香
取市の避難施設には指定されていませんでしたが、
「川の駅」施設内に一時的に受け入れ食事等の支援
を行っていました。

また、施設は一時、停電・断水が発生しましたが
自家発電を確保するなどしてTEC-FORCEの作業
基地となり、迅速な復旧作業が円滑に進められまし
た。
私自身も発災後、ここを拠点に利根川下流部の被
災調査等を行ったことが、良い経験となっていま
す。（写真－10）（写真－11）

さらに、河川防災ステーションのヘリポートはド
クターヘリの離発着場として使用され、復旧資材の
搬出など河川防災ステーションとしての役割を充
分に発揮しました。

６．おわりに
河川防災ステーションと一体となった水の郷さ
わらではありますが、平常時の利用は道の駅など利
用客がほとんどであり道の駅としての印象が強く、
一方防災ステーションとして平常時の利活用が少
ないのが現状であり認知度は低い状況です。
しかし認知度は低くとも東日本大震災時には地
域住民の方の一助となり、利根川下流河川事務所と
しての災害復旧等の基地としての役割は充分に果
たせたものと考えています。
今後は幅広く河川防災ステーションを知ってい
ただくためにも災害対策機器操作講習会、水防学校
の開催及び防災教育常設展示室の利用を促進でき
るよう考えています。（写真－12）
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（公財）リバーフロント研究所は、『河川・流域・
水辺を今までより良くして次世代に残す』ことを
ミッションとして掲げ、以下の展開を進めてきまし
た。
① 河川・流域の治水・自然環境・生態系、水辺のに
ぎわい、さらには健全な水循環系の視点から、こ
れからの社会のあり方や価値観を提案し、その実
現に向けた課題を見出す

② 施策提言・研究・技術開発・普及啓発などの活
動を通じてその解決を図るとともに、現場実践、
多様な主体との連携・協働を通じてスタンダー
ドをつくり社会実装させる
普及啓発・社会実装としては、「多自然川づくり

サポートセンター」や「日本河川・流域再生ネット
ワーク（JRRN）」等の活動を通じて、研究成果等の
現地活用を図り社会貢献を果たしてきたところで
す。
近年では、河川環境の検討方法としてより定量的

に河川環境を評価する河川環境管理シートの活用
や、流域治水などの展開に合わせ流域にまで視野を
広げての川と一体となったまちづくりによる地域
創成など、検討視点の拡がりや専門化が進んできて
います。
このため、行政・市民団体・技術者等の川を通

じて地域づくりの検討・活動をされる方々の支援
窓口として、2022年７月に「リバフロサポートセン
ター」を設立しました。（次頁参照）
サポートセンターは現段階で４つのテーマを設

定しております。些細なことからでも問い合わせを
いただき、このセンターの活用をご検討下さい。

●多自然川づくりサポート
多自然川づくりについての情報提供、技術的支

援、セミナー開催等を担います。

●かわまちづくりサポート
かわまちづくり全般に関するお悩みについてご
相談（制度・仕組み、事例、進め方、講師 etc.）を受
付けます。

●河川環境管理シートサポート
河川環境管理シートの作成や活用方法に関する
アドバイス、講習会の開催等を担います。

●小さな自然再生サポート
小さな自然再生の情報提供や進め方のアドバイ
ス、研究会の運営等を担います。

リバフロサポートセンターの設立について
企画グループ
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川に学ぶ体験活動協議会（略称ＲＡＣ）は、「川
の指導者」の育成や様々な活動を通じて川と人々
との関係をより深いものにしていくことを目的と
して、平成 12 年 9 月に設立され、令和 4年 8月現
在全国の約 98 団体によって構成されています。当
法人は今年代表理事が交代をしました。また、合
わせて新理事が 10 名誕生しました。新たな体制で
引き続き「川に学ぶ社会」の推進をしてまいりた
いと思っています。
最近は少しコロナが落ち着いてきたと思ったの

ですがまたまた感染者が増加しております。しか
しながら少しずつですが体験活動も活発に動き始
めております。当法人も資機材ライフジャケット
等のレンタルが増加しております。今年の夏は変
な気候で６月に猛暑があり大変暑かった影響もあ
り、水難事故が多発してしまいました。とても悲
しいことです。水辺で遊ぶときには絶対にライフ
ジャケットが必要です。

【ライフジャケットの選び方】
水辺に行くと

きにはライフ
ジャケットが必
須です。しかし
ながらどんなラ
イフジャケット
でも良いわけ
ではありませ
ん。川遊びをす

るのに、船舶用の救命胴衣では、流水で脱げてし
まうものもあります。体のサイズに適し、肩や腰
のベルト等で体にフィットするものを選びましょ
う。子供用は更に股下ベルトがついているものが
ベターです。買うのはチョットという方はレンタ
ルもあるのでぜひ、川に遊びに行く前にライフジャ
ケットをレンタルしてください。当法人も団体や
学校向けに、ライフジャケットのレンタルをして
います。川のそばのキャンプ場などに行く時には
ぜひ、ライフジャケットを持参してください。また、
同時に川の危険などについてネットで検索をして
いただくと川の危険などゲーム的に学べるサイト
がありますので少しでも川の知識を知って安全に
川遊びをしてください。以前にも記載させていた
だきましたＲＡＣ認定マークがついているライフ
ジャケットがお勧めです。

【旧中川クルーズ・荒川ロックゲート】
最近は都心の

運河を電気船や
屋形船などで
クルーズをし
ています。当法
人も旧中川から
Ｅボートで荒川
ロックゲートを
通船するクルー
ズを行っています。先日、男性５名で東大島から
荒川ロックゲートを通船するクルーズを行いまし
た。少し、風が強かったのですが水上は涼しく楽
しいクルーズでした。旧中川と荒川の高低差が最
大 3メートルちかくもあることに参加された人は
驚いていました。また、荒川ロックゲートを通船
するときにＥボート一艇でも稼働していただける
ことにも驚いていました。都会の中で運河のクルー
ズはとても魅力的だと思います。もっと、たくさ
んの方々に体験してほしいと思っております。

【第21回川に学ぶ体験活動全国大会in東京のご案内】
当法人では毎年、日本全国の地域の団体で全国

大会を開催しております。2020 年は青森県の小川
原湖での開催でしたがコロナ感染症の影響で延期
になり 2021 年についてもWEB開催になってしま
いました。今年は東京で開催予定です。コンセプ
トは「歴史的・文化的な水都・東京の川の価値再
発見」ということで 10 月 29 日、30 日に開催予定
です。基調講演は川の大御所に「川で遊ぶ、かけ
がえのない時間」と題してお話をしていただきま
す。また、パネルディスカッションでは新しい試
みとして東京の川の風景の新版画として川瀬巴水
についてのお話もあります。エクスカーションに
つきましては東京の水辺を堪能できるプログラム
を準備しております。詳細が決まりましたらＨＰ
に掲載される予定です。コロナでまだまだ、不確
定なところが御座いますがぜひご参加ください。

《NPO 法人川に学ぶ体験活動協議会》
東京都北区田端 1-11-1 勘五郎ビル 104
TEL:03-5832-9841　FAX:03-6893-2642
http://www.rac.gr.jp/

「川に学ぶ体験活動協議会」活動紹介
ＮＰＯ法人川に学ぶ体験活動協議会　事務局長　大井　里美
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